
●
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

　
保
有
す
る
公
共
施
設
を
適
切
に
維
持
管
理
す

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
総
量
の
縮
減
を
図
り
、

統
廃
合
に
よ
る
施
設
の
集
約
化
・
複
合
化
の
ほ

か
、
耐
震
化
、
長
寿
命
化
、
民
間
活
力
の
導
入

な
ど
を
、
全
市
的
な
資
産
の
管
理
と
利
活
用
と

い
う
視
点
で
検
討
す
る
取
組
の
こ
と
で
す
。

●
公
共
施
設
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

　
平
成
18
年
３
月
に
新
設
対
等
合
併
に
よ
り
誕

生
し
た
新
生
上
田
市
は
、
旧
４
市
町
村
よ
り
多

く
の
公
共
施
設
を
引
き
継
い
で
お
り
、
老
朽
化

の
進
行
に
伴
い
順
次
建
替
え
な
ど
の
時
期
を
迎

え
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
特
に
大
き
な
課
題
が
次
の
３
つ

で
す
。

●
課
題
①

　少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

　
過
去
の
国
勢
調
査
お
よ
び
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
た「
日
本
の
地
域

別
将
来
推
計
人
口（
平
成
30
年
３
月
推
計
）」

に
よ
る
と
、
当
市
の
人
口
は
平
成
12
年
の

１
６
６
，
５
６
８
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ

て
お
り
、
平
成
27
年
か
ら
令
和
27
年
の
30
年
間

で
、
率
に
し
て
約
18.

5
％
、
人
口
に
し
て
約

２
９
，
０
０
０
人
減
少
し
、
約
12
万
７
千
人
余

に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
課
題
②

　財
政
状
況
の
見
通
し

　
歳
入
面
で
は
、
地
方
へ
の
景
気
回
復
の
遅
れ

や
少
子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
よ
り
、
横
ば
い
も
し
く
は
減
少
の
傾
向
と
捉

え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
面
で
は
、
生
活
困
窮
者
・
児

童
・
高
齢
者
・
心
身
障
が
い
者
な
ど
を
援
助
す

る
た
め
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
扶
助
費
が
、
平

成
28
年
度
以
後
は
平
成
18
年
度
と
比
較
し
て
ほ

ぼ
倍
増
し
て
お
り
、
今
後
も
高
齢
化
の
進
行
な

ど
に
伴
い
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
市
の
歳
出
に
占

め
る
人
件
費
・
公
債
費
・
扶
助
費
を
合
わ
せ
た

義
務
的
経
費
は
増
加
傾
向
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
普
通
建
設
事
業
費
の
抑
制
は
避
け
ら
れ

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
課
題
③

　公
共
施
設
に
係
る
将
来
費
用

　
改
訂
前
の
基
本
方
針
で
は
、
保
有
す
る
全
て

の
公
共
施
設
を
現
状
の
ま
ま
保
持
す
る
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
約
1.5
倍
も
の
費
用
が
必
要
と
推
計

し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
施
設
整
備
の
方
向
性

を
検
討
し
た
個
別
施
設
計
画
を
反
映
さ
せ
た
と

こ
ろ
、
約
1.5
倍
と
さ
れ
て
い
た
費
用
を
、
約

1 .

35
倍
に
圧
縮
で
き
る
と
推
計
し
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
将
来
費
用
推
計
で
あ
る
こ

と
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
よ
り
一
層
の
集
約
化
・
複
合
化
に

よ
る
総
面
積
の
縮
減
の
取
組
に
加
え
て
、
定
期

的
な
点
検
な
ど
を
踏
ま
え
た
計
画
的
な
予
防
保

全
手
法
を
積
極
的
に
導
入
し
長
寿
命
化
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
更
新
経
費
縮
減
の
取

組
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
市
の
基
本
方
針

と
し
て【
公
共
施
設
５
原
則
】を
定
め
、
こ
の
原

則
に
沿
っ
た
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
※
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
今
後
の
取
組

　
市
で
は
引
き
続
き
、
こ
の
基
本
方
針
を
、
新

た
な
施
設
整
備
、
既
存
施
設
の
更
新
、
維
持
・

管
理
・
運
営
な
ど
の
計
画
・
方
針
な
ど
に
反
映

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
基
本
方
針
に
基
づ
く

取
組
に
は
市
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ

な
い
こ
と
か
ら
、積
極
的
な
情
報
発
信
に
よ
り
、

共
通
認
識
の
醸
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
そ
の
他

　「
上
田
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方

針
」で
は
、
ほ
か
に【
イ
ン
フ
ラ
３
原
則
】や
施
設

類
型
ご
と
の
基
本
方
針
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

上
田
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
を
改
訂
し
ま
し
た

平
成
28
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た「
上
田
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
」（
以
下「
基
本
方
針
」）に
つ
い
て
、

施
設
類
型
ご
と
に
対
応
方
針
を
定
め
た「
個
別
施
設
計
画
」や
策
定
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
反
映
す
る
た
め
、

改
訂
を
行
い
ま
し
た
。
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公共施設を適切に維持管理し耐用年数まで
大切に使います

公共施設の集約化とネットワーク化により
コンパクトシティを推進します

公共施設を整備する際は統廃合などを検討します

公共施設５原則

1

5

公共施設のあり方を見直し総量の縮減を目指します

公共施設マネジメントに市民の理解と協力のもとで取り組みます

関係団体や民間事業者などへの施設の譲渡を検討

耐震化・長寿命化

適切な維持管理と点検･診断に基づく予防保全

小さな拠点の創出とネットワークによる連携、広域連携、
他の施策との連携

民間活力の導入（民間委託､ 指定管理者制度､ 民営化など）

民間活力の導入（民間施設との複合化､ PFIの検討など）

施設の廃止や利活用を検討

バリアフリー化・ユニバーサルデザイン化・脱炭素化

経費節減
収入確保

あり方の見直し

新たな施設を建設する際はそこに他施設の統廃合を検討

費用対効果を
検討

2

4

3

既存施設を更新する際は他施設の統廃合のほか
従前よりも延床面積を縮減しつつ整備
整備の実施にあたってはユニバーサルデザイン化・脱炭素化を推進

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続
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